
【背景】 

心臓トロポニンＩとＴは、心筋障害の指標として非常に感受

性が高い。特に従来のトロポニン測定系に比べ、高感度トロ

ポニン測定系は低値でも測定感度が高く、より臨床診断にお

いて有意性が高い可能性がある。 

【目的】 

ＰＣＩを施行したＡＣＳ患者の高感度トロポニンＩ（ｈｓ－ｃTnI）

を測定し、有用性について検討した。 

【対象】 

２０１０年４月～８月までの間で、ＡＣＳ患者で緊急ＰＣＩを必

要とした連続５９名を対象とした。 

【方法】 

入院時にトロポニンＴ（ｃTnT）（全血）測定と、高感度トロポ

ニン I（ｈｓ－ｃTnI）（血清）を同時に測定した。また、コントロ

ール群として、同時期の労作性狭心症（EAP）患者２５名

のカテーテル治療前のｃTnTとhs－ｃTnIも測定した。 

【結果】 

ACS病変（＋）５９例のうち、ｃTnTとhs－ｃTnIの

一致率５５．９％で、残りはすべてｃTnT（－）、hs－ｃ

TnI（＋）であった。一方、EAP患者２５例での一致率は、

８８％で、一致しなかった残りの３例はｃTnT（－）、hs

－ｃTnI（＋）であった。また、ACS症例の中で、発症か

ら３時間以内、以後の陽性率は、それぞれｃTnT：５．３％、

hs－ｃTnI：８９．５％、ｃTnT：６５．０％、hs－ｃTnI：

９０．０％と ACS 発症からの時間に関係なく hs－ｃTnI

の方が陽性率が高かった。 

【結語】 

高感度トロポニン I測定は、従来型トロポニンT測定に

比べ、発症からの時間に関係なく、ACSの診断感度を向上

させるのに有用である。 
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